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気温のスヂ､、フ･変化に対i ゐ及漬温およひ･･温冷戻・懐-A庭のゑ波的爪參

黛2 報　% fた學左の躍嘩的か

丈化･if尺軋政　田村照-1.　り^崎房手　疲辺ミナ

　目的　関東地＆！^刄学生の着衣調査よ'J 抽出？れf' iη孝ダリf群的^ 衣^ Ifli> て. 低農

のストフ･的灸化に村 い麦検名の友J^蚤および温々慮■快邁兆勺急涯的八をi i凧ぺヽ、ｔ

子尺学生、μ農と.のに乾検討を試みに．

　方茲　被麓劃よ、2/･.ユ3才の健康な男多孝生夕ゐで’ある、若用し仁衣服･り（皿､バ!11、ふ

% /.3l皿・、脊執着0､μμ、U虐卵7し＆( N，かぶよ抑　I-･hi . 壕境湊覆毎佇i*、

か

点として、ほ分間隔t･ ２ｔ ずつ又テヽ、ﾌ･削こよ一昇（下降）で^、全身温冷廼か々3 % い.

ト3 ,*.ヽ･）を限粟I t I iびえし下降(ど辱）-r せ沁鳶ぼ権目a、ほ魚啄良;|幕、り

局所温々薦およ立全身温冷杷、快ま札、］ｰﾀ＼レぞ一代謝量でヽある．

　紡更　に各季節着衣の温熱甲雅域μ、ふ着μ､7ま-A3，ご､春弑着22.^ i ぶ才’乙、鼻湊tﾀ

M £ 3.が'C ?･’あろ、伏変域は、ふ着20.? ！S'./i･o、春秋| 23.2 七夕.ダ゜c. l≪ 2S.q ！d,.os

･c r‘?りり、夏･よ他^幸節よ1 快恚域ダ）幅バホひあゐ．また、ｾｰ子の侠通城回七軟i ゐt .

快逡城のtl,政f 1-の方*､<:ややふい、2. 莱浅象は気温の-こ琴・下随時f傭な･ハか手同様

下降時の^ヵxヽ痴い．3. 平功及溥蘆と全身温冷庭ヒの詣関係数はふ∂､&i～∂､7な、参政）､n

～θ､77. 1.0､μ～ｸ､%i こ･･ふ鳶ヤや低い．4. 局所温冷庇と局所笈.層温と．刈闇係紅はo..o(,

～I?.ｸ? t初位ぶよっX 蒐ヵKあ卜全体的I- -r子・)^5象より偽い但哨M- みらin る．

ｆ性城にμ･ﾀる平均反ﾉ| 温1*、各幸蛉ども知良ぷ一路時よ')下降時のがヵ啼く、ず

にがいては、ごふ3λ^/゜C、春秋μ.μ’t、Iμ.7i'C レ1%.% な羞＼iみ弓れな･ヽ、
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B 88　　蜜>#teの違熟的i*境粂件こ適危L た4農の研乳（第I 報）

　　　　　載まz8"cにおける裸状時と名衣時の皮膚熟流量およw･皮膚温の変動

　　　　長野県短大　　　O永£竹炎　　林　千穂　　X､ゑ朋蚕

自的　塞=4地にむ･寸るー装研究のS.礎ヒしZ , 人体の生.理的休瓊調節機能と羞衣によ-5 気

候調飾磯躯ヒの㈲係i 雌確1こ杷復することは極めZ 皇乖^ 馮ゐ，庫報・i‘ままず気重Z S'C

の球境下i，被服の専lS の介在しない我状暗ヒ4衣略にっい乙, 延年㈲発され?こ5ho十htrm

無波計（昭禾。^3^）3:用いz，身体各部仕の皮嘔熱琉量と良膚^左劇允L，それら相互の

肉係の確討を試升征．

方成　Jk喪：裸状呼はアラジャー’三sーツ，羞衣時ほ>£. <n 上に鼻地木綿en半袖ワこ．ビ- ズi

Mmした．被原名■■ /<?～2O才の健凛な女ふ学生S 名．測史部位：首・胸・下腹　* ■ 大吼･

粕晩･ 上腕・膝・足鷲の')ぶ.測支ゐ想，-. 気遣2Z！0.5’c，R.H.りひ±2.'/., 気流IO・S’-ﾝs，t の恒

逼匯遭室,=おいZ 前皇bo分・後，安餅椅坐連勢で各濯り定点の皮膚熱流量およびIS. i 虞を測

史し, 測定値£ 記録計1こより記録し瓦．

結果　1. 裸状時は皮膚衷は各舒位店＼ のゑヤヽﾉlヽさいが，良廣魯琉量は舒位により顕差・;息

異が認めら紅番（郷.7叫/Wh）か最も大き乙，膝C2|.2叫%?h）か最も;K さい．2. 為政マ^ Zと

により，皮膚遠は全般に上一昇寸るダ，皮l膚紡流量は被覆部位（胸り=唯・勝算短幹節）では

裸状時よ'J 減少- L , 爵ib *p ｲ・（前腕・足噺薯皿肢末端≪P ）2-は延に増加すゐ．　3. 裸状略

とl衣時とは良膚面|こおける放熟/）繊オ目かヽ異なゐ．4･良により報覆された都痕は裸状時1こ

比べ放拠が4P史し，こめ簒異a上唯，Sfe, 大腿尊四吸節においZ il 乙に顕墓z- ある．　4-.

皮膚m,.と拠琉量・iSl I- I-*,下眼抑にっいz 裸状時にはr =0.97. ４ 夜時1- はrり,i^のかなり

あい正の相|勣かみられt-・


